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足立区基本計画審議会 会議概要 

会 議 名 足立区基本計画審議会 答申及び意見交換会 

事 務 局 政策経営部 基本計画担当課 

開催年月日 令和６年９月４日（水） 

開 催 時 間 午後１６時００分 ～ 午後１７時１５分 

開 催 場 所 足立区役所 中央館８階 特別会議室 

出 席 者 

【委員】 

宮本 みち子 会長 石阪 督規 副会長 秋山 知子 委員 

市村 智 委員 遠藤 章 委員 大竹 さよこ 委員 

笠井 健 委員 片野 和惠 委員 小栁 真太 委員 

中村 明慶 委員 野沢 てつや 委員 森元 隼人 委員 

山下 俊樹 委員 山下 友美 委員 渡部 郁子 委員 

渡辺 ひであき 委員   

【事務局】 

足立区区長 

近藤 弥生 

政策経営担当部長 

勝田 実 

基本計画担当課長 

伊東 貴志 

基本計画担当係長 

山﨑 悠生 

政策経営課長 

鈴木 孝昌 

政策経営担当係長 

古田 信幸 

政策経営担当係長 

鈴木 力 

政策経営担当係長 

高田 健一 

政策経営担当係長 

乾 洋平 

政策経営担当係長 

芳賀 優美子 

政策経営担当係長 

菅原 慶知 
 

株式会社 地域計画連合 

相羽 

株式会社 地域計画連合 

柳坪 

株式会社 地域計画連合 

青野 

株式会社 地域計画連合 

森田 
  

欠 席 者 國井 幹雄 委員 ぬかが 和子 委員 長谷川 勝美 委員 

会 議 次 第 
１ 足立区基本計画審議会答申 

２ 区長挨拶 

３ 意見交換会 

４ 事務連絡 

様式第１号（第３条関係） 
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資 料 
・ 足立区基本計画審議会答申書 

そ の 他 

傍聴人：有・無（   人） 

 その他参加者：有・無（     ） 
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（審議経過） 

 

（伊東基本計画担当課長） 

大変長らくお待たせしました。定刻になりま

したので、ただ今より足立区基本計画審議会答

申及び意見交換会を開催します。本日はお忙し

いところご出席をいただきまして、誠にありが

とうございます。私は基本計画担当課長の伊東

でございます。よろしくお願いいたします。ま

ず会議に先立ちまして、謹んでご報告を申し上

げます。本審議会の委員である加藤和明委員

が、去る８月２６日にご逝去されました。加藤

和明委員は、足立区町会・自治会連合会会長代

行として、本審議会にご参画いただき、新たな

基本計画策定のために議論を重ねていただいた

ことは承知の通りですが、足立区議会議員とし

ても平成１１年の初当選から平成２７年の途中

まで区政の発展に尽くされ、区議会議長の重責

も務められるなど、区に対して多大な貢献をい

ただいたところです。加藤和明委員は、これか

らもご活躍いただくことを誰もが望んでいたと

ころでございます。誠に残念ではございます

が、本日いらっしゃる皆様と共に故人のご冥福

をお祈りしたいと思います。 

 

１．足立区基本計画審議会答申 

（伊東基本計画担当課長） 

ここからは審議会の内容に入らせていただく

にあたり、ご案内申し上げます。本審議会の答

申及び意見交換会につきましても、会議記録を

作成し、ホームページなどでも公開をさせてい

ただきます。また、会議記録を正確に記録する

ため、録音をさせていただきます。広報紙やホ

ームページ等に掲載するため、写真撮影をさせ

ていただきますが、この点もご了承願います。

なお、本日はぬかが委員、國井委員、長谷川委

員がご欠席です。ぬかが委員から審議会に対す

るご意見を文書でいただいていますので、席上

に配付させていただきました。後ほどお目通し

いただければと存じます。 

それでは、本日の次第に沿って進めていきた

いと思います。次第１、足立区基本計画審議会

の答申になります。宮本会長から答申書の提出

をお願いいたします。 

（宮本会長） 

審議会では大変活発な意見がたくさん出まし

てそれをまとめました。これからの基本計画に

これを反映していただければと思います。よろ

しくお願いいたします。 

（伊東基本計画担当課長） 

ありがとうございました。それでは宮本会長

から、答申書の概要についてご説明をお願いし

ます。 

（宮本会長） 

それでは、お時間の関係もあるものですか

ら、答申書全部についての説明をすることはで

きませんが、これまでの足立区基本計画になか

った新しい視点について、一部をご説明させて

いただきます。最も大きなポイントは、区民一

人ひとりのやってみたい気持ちを後押しするも

ので、個人のウェルビーイングを向上させるこ

とはもちろん、まちの個性や魅力といった活力

を生み出すだけでなく、目的や関心によりつな

がりを作り出し、安心な居場所を形成していく

という点でございます。これは区の基本計画に

掲げる、協創を生み出す源であることに加え、

特別区に集積し、将来的な社会的孤立を抱える

壮年期の単身者や、地域コミュニティの希薄化

などの課題に対する解決の一助となると考えら

れます。区には性別や年齢、国籍、ルーツ、障

害の有無、価値観、ひとり親世帯など家族のあ

り方、ライフスタイルなどの違いを認め、支え

合う安心な地域づくりを進めていただき、そこ

から生まれる多様な人々のやってみたいが交差

し、うねりとなっていく活力のあるまちをつく

っていただきたいと考えています。このような

まちこそ、進化し続ける持続可能なまちを実現

していくのだと思います。 

（伊東基本計画担当課長） 

宮本会長、ありがとうございました。それで

は、次に近藤区長よりご挨拶申し上げます。 

 

２．区長挨拶 

（近藤区長） 

宮本会長、そして石阪副会長はじめ委員の皆

様方には、長期間にわたりまして本当に熱心に

様式第２号（第３条関係） 
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ご審議をいただきましたことを、まず感謝申し

上げます。足立区の最上位の計画である基本計

画。これによって様々な分野別計画が大きく影

響を受けていくわけですが、今新しい考え方の

一端を宮本会長から聞かせていただいて、何や

ら心がワクワクするようなそんな気持ちがいた

しました。ただ、皆様方からの期待を今回の審

議会に答申という形で私たちは引き継ぐわけで

すので、計画が作られて終わりではなく、まさ

にこれがスタートということで、両肩に大きな

責任を感じております。ぜひ皆様方には、生み

の親として、これから計画の進捗についても関

心を寄せていただきまして、足立区のこれから

のますますの発展にご尽力を賜りますように、

よろしくお願いを申し上げます。 

今日は皆様方のご意見を伺うことを中心に進

めてまいりたいと思いますので、私からは個別

の考え方や今後についての詳細については省か

せていただきます。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

３．意見交換会 

（伊東基本計画担当課長） 

それでは続きまして、次第の３、意見交換会

に移りたいと思います。先ほど宮本会長からご

説明がございました、やってみたい気持ちの後

押しでございますが、ここではそれをより具体

的にどのように区民の方々一人ひとりのやりた

いことを引き出して広げていくのが良いのか、

ということをテーマに意見交換会を行いたいと

考えております。意見交換会のコーディネータ

ーは石阪副会長に、そしてアドバイザーは宮本

会長にお願いしたいと思います。それでは石阪

副会長、進行をお願いします。 

（石阪副会長） 

副会長の石阪です。今日は進行を務めさせて

いただきます。よろしくお願いいたします。先

ほど事務局からテーマということで、やりたい

ことを引き出し、広げていくには何が必要かと

いうお話をいただきました。皆さんとも共有し

たことですが、足立区にこの間の課題は、私は

基本構想の頃からずっと関わってきましたが、

かなり区として様々な施策が充実してきまし

た。ただ、人口の動態・動向を見てみると、若

い方が入ってくるのですが、子育て・出産期に

なると区外に出ていってしまう。つまり、人口

の係留地としての足立区があって、そこに定住

をなかなかしてくれない。ですので、将来の人

口構成や人口の動態を考えた時に、足立区は現

在でも高齢化率は区内トップですよね。若い人

がおそらくですが、足立区に１回住むのです

が、埼玉などに出ていってしまう。これを防ぐ

ためには、若い人たちが特に自己実現の場とし

て足立区というフィールドを考えた時に、それ

がしやすい環境をいかにして作ってあげるの

か。つまり、やりたいことを引き出して実現さ

せるという、こういう視点が今まで少し計画に

欠けていたのではないかという反省を元に、今

回はこういった形で皆さんのご意見をいただい

て、若い人たちを中心に。若い人だけではない

ですが、いろいろな方々がやりたいことができ

るような、そういう素地、環境を作っていく。

これがまず大事なのではないかということを共

有させていただいたところです。 

これはおそらく審議会の途中だったと思いま

すが、実際に若い方がメンバーにいないではなか

という話が出まして、実際に区の方で公募を掛け

ていただいて、本日いらしている森元委員に途中

から入っていただいて、若い方の意見も聞こうじ

ゃないかということで、今回メンバーができあが

ったわけです。今日はどちらかというと、区長に

対する要望合戦みたいなものではなくて、やりた

いことを引き出し広げていくには何が必要なの

か。つまり、足立区の課題、これを克服していく

ための前向きな提案ですね。こういったところを

皆様からお話をいただければと思います。先ほど

会長からも答申の中でありましたが、例えばサー

ドスペース。第３の場所ですね。家庭や学校以外

の居場所。これが足立区には本当にあるのかとか
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ですね。それから、例えば市民活動とか町会の活

動をしていく上で、加入率がどんどん下がってい

る中で、そういった活動をしていくための様々な

支援であるとか、あるいは協力関係があるのか。

こういったところも一つ課題でした。 

この間、協創という考え方も足立区ではありま

すが、その協創という考え方が本当に区民に浸透

しているのか。こういったところも課題としてあ

ると思います。ですので、今日は意見交換会です

から、本来であれば区長や事務局がお答えするや

りとりになりますが、本日はそういうことではな

くて、皆さんの思いとか考えをこの場でご発表を

いただきたいと思っています。 

まず、口火を切っていただきたいのは森元委員

なのですが。途中から入られて、年配の方や比較

的年を召した方が多い中で、若い人の思いを伝え

ていただきました。足立区はこの辺は課題として

感じましたか。 

（森元委員） 

公募委員の森元です。尊敬する区長がいる前で

かなり緊張しているのですが、何卒よろしくお願

いします。課題というか、僕は審議会の中でも申

し上げたのですが、足立区のこういう場に出てく

る人だったり、意見を言おうという人はやっぱり

言おうという強い気持ちを持って出ている人が

多いと感じているので、だからこそ日常生活の中

で例えば教育かもしれませんし。先日各自配付し

たタブレット端末にアンケートを流して、意見の

吸い上げをしたという話を伺いましたが、そうい

う形でもっと生活に密着しながら、そういう子ど

もたちであったり、なかなか意見を伝える術を持

たない人たちが意見を上手く出していくような

システムづくりが区政に必要ではないかという

課題感は感じています。 

（石阪副会長） 

足立区に住んでいたいという若者は、実際に

周りにいますか。 

（森元委員） 

外からよりも、やはり足立区内に住んでいる

人は、今後も足立区に定住したい。もしくは、

同級生でも既に足立区内で家庭を持っている人

も多いですね。 

（石阪副会長） 

その先を聞きたいですね。例えば子育ての環

境であったり、他の２３区と比べてサービスと

か。このあたりは、そこそこ私は良くなってき

ていると思うのですが。ただ、一方で若い人た

ちが出ていくという背景もあるんですね。この

あたりはどうでしょうか。他の区に住んでしま

うことについて。 

（森元委員） 

僕は大学生ですが、同じ大学生の目線で考え

ると、あまりどこの区に住むとか、そこの行政

システムがとても良いからここに住むみたいな

選択肢ではなく、割と駅に近いからとか、大学

に近いからとか、そういうような選択肢で選ん

でいるイメージがあります。 

（近藤区長） 

家賃がリーズナブルだとか、駅に近い割には

家賃が安いといったことで最初入ってきた方

を、どうやってつなぎ止めていくのかですよ

ね。それと意見というのは集約することは簡単

ですが、結局言っても実現されないといううち

に、どんどん集約できる意見の数が減っていく

と思います。ですから、聞く耳をしっかりと持

って、全部が全部１００％実現できないまで

も、部分的に実現ができるとか。やはり要望す

ればそれなりの形で返ってくる、そこにコミュ

ニケーションが生まれると思うので。これから

はただ単に意見を集約するだけではなく、どう

やってそれを返していくのか。目に見える形で

実現も含めた可視化、そういったプロセスが非

常に重要になる気がします。今、国も集めろ、

集めろ、聞け、聞けと言っていますが、聞く力

だけでは国民が納得しないのは、どこかの偉い

人と一緒なのでね。そこはすごく重要だと思い

ます。 

それと、やりたいことを引き出すと言うと、

今、綾瀬の「あやセンターぐるぐる」が足立区

でも最先端を行っていると思いますが、想像以

上にやりたいことをやりたい人が多いのだなと

いう、そういう感触です。ですから、逆に委託
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業者が人を増やさないとならない。最初これぐ

らいやりたい人が出てくるだろうと思っていた

ら、その上を行く勢いでやりたいことが集まっ

ているということですから、それもさっき言っ

たように、じゃああなたがやりたいことを実現

するためには、こういうことが必要ですよとい

う伴走支援をして、それを形にしてやりたいこ

とにつなげているというのが今はありますか

ら。これはなかなかこれだけ大きな足立区です

から、綾瀬１か所というわけにもいかないの

で、似たような取組みを複数の地域でやってい

く中で、その地域ごとで横につながっていった

りして、さらにやりたいことが大きくなってい

くみたいなプラスのスパイラルを作っていきた

いと考えています。 

（石阪副会長） 

まず人の話を聞くということですが、今回、

子どもたちの声を聞くということを、かなり足

立区では注力してしたのですが。これは僕、一

歩前進だと思っていて。今までは親の意見であ

ったり、どちらかというと組織のトップの意見

などが中心だったのですが、今回は確かタブレ

ットで広く子どもたちの意見を。つまり簡単に

言えば、子どもたちの意見は親の意見ではない

ので、そういった方々の意見を反映させたとい

うのは大きかったかなと思います。 

（近藤区長） 

読んでみて怖かったです。非常に厳しい目で

大人を見ていますよね。ごみを捨てていると

か、たばこを吸っているとか。ですから、それ

は見られているという意識を持って、大人の規

範意識というか、それを少し高めていく必要が

あるなと思いますよね。結局、足立区の大人は

という形で、子どもが決め付けてしまって、大

人になったら違うところに行こうという気持ち

につながらないとも限らないので。 

（石阪副会長） 

固定観念のステレオタイプが子どもに継承さ

れて、今の足立区ができあがっていると思いま

すが、それをどこかで断ち切らないと、大人を

見ていますからね。大人が、足立区なんて、っ

て言っている区では駄目ですね。子どもは見て

いますから。他にいかがですか。 

（秋山委員） 

秋山と申します。千住に住んでいまして、結

婚を機に引っ越してまいりました。小学３年生

の子どもを育てていて、ＰＴＡの役員をした

後、銭湯のお手伝いをちょっとしています。以

前は杉並区の職員をしておりましたが、退職し

て１２年経っているので、かなりブランクがあ

るのですが。そういった関係からも、今回この

審議会に参加させていただけたことを、自分の

人生にとっても大きなきっかけになりました。

本当に感謝の思いでいっぱいです。 

私から申し上げたいことは、さっき森元委員

がおっしゃった若者の意見を聞く。それは素晴

らしいことだと思います。私は足立区のサービ

スは全般的に見ていて非常にきめ細かいという

のを感じています。ただ、その中に区民がサー

ビスを受け手、そして行政がサービスの提供側

というような構造が若干見えているというか、

区民がそれに甘えると言ったら言葉があれです

が、どんどん要求が大きくなっていったり。私

は、それはちょっと違うと思っていて。今回こ

の審議会に参加させていただいて、私が区民の

１人として自分の力で考えて参加することによ

って、やっぱり自分ごととして区政を捉えられ

るようになりました。ですから、そのように自

分ごととして区政を捉えられる区民を増やして

いくことが私は大切だと思っています。 

なので、このような規模の審議会ではなくて

も、例えばちょっとした、私は以前、障がい者

の部署にいまして、おむつの配付などをやって

いたのですが、それにしても利用者を集めて座

談会をさせていただいて、意見を聞く。聞くこ

とによって区民の方も自分ごとしてそれを捉え

て、サービスの受け手ではなくて、行政の事情

を考えたりできるようになって歩み寄れると

か。そんなふうに区政を実際に司る職員と区民

が同じ立場で話し合う機会を、小さくてもいい

のでたくさん設けていくことが、これからの時

代の新しいあり方ではないかというのを私は思

っております。 

ですから、集める、意見を聞くというのはす

ごく大きな１歩なのですが、私たち区民もそこ

から１歩進んで、自分が動けるようになるよう
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なその土台というのも、ステージを用意してい

ただけるとうれしいです。 

（近藤区長） 

ありがとうございます。具体的にどんなステ

ージをイメージされていますか。 

（秋山委員） 

今回この審議会では、公募をして意見を聞き

ましたよね。Ｗｅｂと対面で直接意見を聞いた

り。そんな感じでどなたでも意見が言えるよう

な場をたくさん作ればいいのではないかと思い

ます。自由にやはり自分の意見が聞いてもらえ

る。そして相手の検討を聞けるというチャンス

がある、多いというのは区民にとってすごく自

分ごととして考えるきっかけになると思ってい

ます。 

（石阪副会長） 

まず一つは行政サイドの問題として見ると、

サービスの単なる送り手ではなくて、むしろ対

話をするような機会があって、自分自身も区民

の立場になって考えるような場を増やしたり、

他区で職員をされたが故の思いもあるかもしれ

ませんが、そういうことを心掛けてやっていた

ということですね。もう一つは逆に区民側とし

て見ると、もっと主体的にこういった、この審

議会もそうですし、様々な場に入っていって、

自分たちの考えとか思いを伝える場。これを増

やしていくこともありますし、両方の課題です

ね、そうするとね。だから足立区というのは、

そういう意味では行政サービスがしっかりして

いるぶん、区民はそれを受けるだけ、サービス

を受ける側だけになってしまっている。このあ

たりの組織やシステムをちょっと変えてみては

どうかというご意見だと思います。他にいかが

ですか。山下友美委員、子育て世代だと思いま

すが。 

（山下友美委員） 

小学校のＰＴＡをさせていただいてという保

護者の目線と子育ての目線で、今の事業という

か、子育て支援を提供している団体なのです

が。やはりしてやっている感というのを出して

しまうと、やはり悲壮感っていうか、されてい

る感を引き出してしまうと、劣等感だったりそ

ういうのがあるので。インクルーシブにという

のと、あとはボーダーレスで、同じ目線で同じ

立場にならないと、どうせ言っても分かっても

らえないだろうというのがすごくあるんです

ね。利用者の話を聞いていてもそうですし。 

（石阪副会長） 

行政に対してそう思っているのですか。 

（山下委員） 

そういった意見も来ているんです。お母さん

方が困っているから区の方にお願い、要望をし

たところ、同じ目線に立ってくれていないと。

そんなことはないのでしょうけど、行政の方も

そんなつもりはなくやっているのですが、そう

いうので私もそうですが、ひとり親なので敏感

なんですよね。あ、やっぱりそういうふうにさ

れているんだなという、そういう扱いになって

しまうことを敏感に感じてしまうということ

で、同じ目線、立場というのはすごく大事で。

言っているだけではできないということもある

ので、そこがすごく大事なのではないかという

のはひしひしと思います。 

（石阪副会長） 

同じく笠井委員、ＰＴＡの立場からいかがで

すか。 

（笠井委員） 

今までの皆さんの話を聞いていて、なるほど

ということばかりなのですが、区民もそうなの

ですが、よく政治って自分の生活と関係がない

と思われる方がすごく多いんですね。実際に商

売をやっていて、お客さんでも違うよねって。

自分の生活とはかけ離れたものだと考える人が

多いので。そうではないだというのをよく僕は

説明しているんですね。そもそもみんなが集ま

った時に、どういった生活がしやすくなると

か。笑って生活できるようになるという話し合

いの根本がどんどん広がっていくと、最終的に

は政治になっていくのだよと。要は政なので、
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そこを意識して、自分の意見を言えるようにっ

てこれはすごく大事で。それを叶えるには結構

足立区は既にやってくださっている部分もあっ

て。メールを送れば区長は必ず読んでくれて、

それに対して答えてくれるという声が聞こえて

くるので、既にできあがってはいるのですが、

さらに進化させてほしい。それは今回、子ども

に向けてもそのような機会をくださって、それ

に応えてくださろうという姿勢が出ているの

で、既に始まっている体感はしています。 

（石阪副会長） 

ＰＴＡの活動自体、今大変ですよね。岡山県

では解散しましたね。保護者もそういった活動

に参加するということで、本来主体的に子ども

を守るために参加するという動きがなかなか取

りづらくなっているというか、義務的になって

いる。このあたりはどうですか。 

（笠井委員） 

私の中学校はかなり真っ只中にありまして。

結果的には関心ですね。保護者の関心が子ども

に向いていない場合が多すぎて、結果的には自

分の都合で親があっちを向いているところがあ

るんですね。それを一からもう一回線を引き直

して、そういうものではないよと。子どものた

めにできているのだよというのを、今は一生懸

命ゼロからやっています。 

（石阪副会長） 

親としては区とか先生にお任せなんですね。 

（笠井委員） 

行政に向かって区民の方がそうするのと同じ

で、そこの上手いプロセスというか、上手いつ

なぎ方、応え方がこれからは重要になってくる

のだろうというのをすごく感じています。 

（近藤区長） 

先日、ＰＴＡの役員との意見交換の場を持っ

た時に、ある会長から要望されたのは、卒業式

の時にお子さんが胸にお花を付けるのですが、

あれについて区から同じものを各校で購入して

配ってもらえないかと。つまりＰＴＡに入って

いる人はその会費の中から今までやっていたの

だけれども、入らない人がいて、うちの子は付

けなくてもいいです、と言う親が出てきている

と。ところが、卒業式の時に、花を付けている

子どもと付けていない子どもがいる。親がいく

らそれでいいと言っても、子どもは悲しい思い

をするのではないかみたいな話を伺うと、やは

り今のこの時代のＰＴＡ活動は、そういったと

ころにも難しさの一端が表れているなと思って

聞かせていただきました。ですから、何が区と

して支援していかないといけないのかというこ

とも、本当に時代と共に変わってきているの

で、それこそ毎年毎年細かくお話を聞きなが

ら、すべてができるわけではないですが、この

時代に何をしないといけないのかということの

変化みたいなものの大きさを実感しました。 

（石阪副会長） 

結局、行政がサービスをすればするほど、親

は全部行政にお願いをしてしまう。そして、Ｐ

ＴＡから離れていくという現象が起きるかもし

れないので、ある意味では主体的に子育てに参

加するような仕組みを作っていかないと、何で

も行政や学校にお任せとなると、結局今言った

ように、子どもたちの中で差別や分断が起きて

しまうと。結局どうなるのですか、花が付いて

いない子どもは。 

（近藤区長） 

今のところはまだそこまでではないと思いま

す。ＰＴＡの方で会員になっていない方も負担

していただいて付けていただいているのだと思

います。それが大きくなってくると、続かなく

なるということですね。 

（笠井委員） 

既に熊本県ではコサージュ事件というので裁

判にまでなっていて。判決は結果的には生徒は

サービス対象なので、当然均等にすべきだと。

そこら辺がＰＴＡの課題でもあったのですが、

当然サービスだから分け隔てなくやるのが一番

いいよねと。それが基準だよねというのがちょ

うど広がり始めたところで。やはりそこに区

が、もしくは市がそれをサポートしてくれたら

楽だよねっていうところから始まって、今回区

長にお願いしたんですね。 

（石阪副会長） 

これ例えば町会・自治会も一緒ですか。区が

支援をすればするほど加入率が下がるみたい

な。この間足立区はずっと下がっていて。市村
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委員、どうですか。地域の活動を考えると。 

（市村委員） 

町会の加入率については、新しい若い世代の

人は、町会に入るとメリットがあるのか。とい

う話をされるのですが。現実には大したメリッ

トはないのですが、普段からの付き合いをして

おくことによって、災害とか何かあった時に助

け合うことができるよというメリットがあるの

かなとは思っているのですが、なかなか理解が

されていないところがあるのかなと思っていま

す。 

それから、私は生まれも育ちもずっと足立区

ですが、私の小さい頃から比べると、足立区の

イメージは相当良くなっています。区長がすご

くイメージを上げてくれたこともありますが。

私が小さい頃の足立区と言うとみんなから馬鹿

にされるところがあったぐらいに、下に見られ

ていたわけでもないのでしょうけれども、でも

今は足立区と言っても「ああ、足立区ね」とい

う感じで揶揄されることもないし。 

（石阪副会長） 

区民の満足度とかイメージはすごく上がりま

したか。 

（市村委員） 

ある程度の年代の子育ての年になると、足立

区から出ていく人が多いということですが、な

ぜ出ていくのか私には分からないんです。それ

はある程度子どもを育てるにあたって、足立区

よりももっといろいろな意味で生活がしやす

い。それが埼玉なのか千葉なのか分かりません

が、あまりお金の掛からないところへ行くのか

なという感じがするのですが。 

（近藤区長） 

担当が分析しているのは、やはり一軒家を持

ちたいとか、どうせ住むならもう少し広いマン

ションに住みたいという、住居のことが大きい

のではないかと。いくら足立区は家賃が安いと

言っても、なかなか厳しいところがあって。 

（市村委員） 

足立区は子どもを育てやすいという感じを私

は思っているのですが。 

（石阪副会長） 

サービスは充実しているけれども、居住とい

うところが。 

（市村委員） 

子どもを育てるにはお金も掛かりますし。そ

ういった面の。 

（近藤区長） 

ただ、移転された後に、足立区でこういうサ

ービスを受けられたのだけど、お隣の市では受

けられないとか。行ってしまって初めて気付く

驚きをおっしゃる方もいます。 

（石阪副会長） 

埼玉より全然いいですよ。足立区の方が子育

て環境は。ただ、家が高いです。これは２３区

では住めないですから。 

（市村委員） 

だから、足立区から外に出るというのは、そ

ういった面があって。足立区も東京ですから。

２３区内ですから、土地も高いし家賃も高いで

すから、そういった意味で行くのかなと。 

（石阪副会長） 

ただ、今はサービス合戦になっているところ

があって、子育て支援は。学校給食費は無償で

ないといけないとか。そうなってくると、今２

３区は全部大丈夫ですが、どうなるんだろう

と。 

（渡部委員） 

障団連の渡部と申します。よろしくお願いい

たします。今、卒業式のお花の話があったので

すが、足立区はとても基本に忠実だと思ってい

ます。裏を返すとそこから外れるといじめが発

生する。最初のお話で子どもの目線が厳しいと

いうのがありましたが、それは裏を返せば親の

目線も厳しいです。ちょっと普通と違うところ

にものすごく疎外感を感じる区だと私自身は感

じています。それは障害者団体の中でも同じよ

うなことだと思うのですが。基本に忠実という

ところについては、例えばこういった会議にも

障団連の中で障がいを持った方が参加しようと

すると難しい。だから、オンライン会議でやる

ような場面ももっとフレキシブルにできたらい

いなと思ったりします。実際にユニバーサルデ

ザインの会議は、オンライン会議でも同時開催

させていただいているのですが、じゃあそのオ

ンライン会議をするにあたって、今、Ｗｅｂｅ
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ｘというシステムを使っているんですね。Ｚｏ

ｏｍじゃないんです。それはいろいろな問題が

あるのかもしれないですし、様々多分区の中で

も考えてそれにしましょうという決定が出てい

るはずなので、そこは理解するのですが。どう

考えても、今はＺｏｏｍの方が使いやすいです

よね。世の中的にはＺｏｏｍが主流ですし、い

ろいろなサービスがある中でなぜＷｅｂｅｘを

選ぶのかというところで。実際にオンラインの

会議でＺｏｏｍではなくＷｅｂｅｘを使うと、

音声が乱れて会議に参加しているけれども聞き

取れないところが多かったみたいなことが発生

する。そうなった時に、もう少しフレキシブル

に、オンライン会議をＺｏｏｍでやろうよとい

うことが気軽にできるようになったらいいなと

いうのがまず１点。 

もう一つは、公共の公園のトイレなども障団

連で回ったりしますが、こちらから要望する際

は防災関連でも使いますので、障がい者トイレ

に大型のベッドを置いてほしいという要望を毎

回出しています。その公共施設のトイレを作る

際の基準というのは、東京都のユニバーサルデ

ザイン・バリフリーの基準で作られているもの

ですから、大型トイレは作らなくてもいいとい

う設定になっているんですね。なので、障がい

者も住みやすいまちを作るためには、大型ベッ

ドは必要なのだというのを毎回要望するのです

が、毎回通っていません。東京都のリストでは

なく、さらに上を行くような足立スタンダード

を様々な場面で作っていくようなオリジナリテ

ィが今後は必要になっていくと言うよりは、そ

うなっていただけたらもっと住みやすいなと思

うことがあります。 

その２点から考えて、フレキシビリティとか

オリジナリティというところが、まだ足立区は

苦手なのではないかなと感じています。様々な

やりたいことをどう広げていくのかという時

に、基本に忠実なんですよ。基本に則ってお花

を付ける子どもたちは上手い具合にやりたいこ

とができていくんです。だけど、お花を付けら

れない、何か障がいがあったり、ちょっと外れ

るような子どもには、どうしても何かがしづら

いという環境をすごくひしひしと感じていま

す。皆さんのお話の中からも感じます。なの

で、障がいに限らず、お花を付けたくないとい

う子もいるかもしれない。赤じゃなくて青がい

いという子もいるかもしれない。お金がないか

ら、出せないからお花が付けられなという家庭

もあるかもしれない。その障がいの個性を、す

べての個性を認め合えるようなそういう考え方

がもう少し進んでいただいたらいいなと今聞き

ながら思いました。 

（近藤区長） 

まず、Ｚｏｏｍでは駄目だという理由はある

のですか。 

（勝田政策経営部長） 

当初はセキュリティ上の問題で、個人情報を

扱う場合にＺｏｏｍに脆弱性があるというの

で、公共的にはＷｅｂｅｘということでやって

います。 

（近藤区長） 

もしそういうことでしたら、例えばお一人は

Ｚｏｏｍ、他の方はＷｅｂｅｘってそういうこ

とはできないのか。 

（勝田委員） 

オンライン会議場に招待するので、どうして

も一つの媒体という形になります。区がＷｅｂ

ｅｘに参加することは認めているのですが、開

催する場合は開催権も含めて、Ｗｅｂｅｘでの

開催という形になっています。現状を含めて、

見直しが必要なのかは検討します。 

（近藤区長） 

この審議会だけではなく、他のところでもあ

るかもしれません。 

大型ベッドの件については、よくよく公園の

方でも出ています。すべてのところを全部一気

にベッドを置くというのはあれですが。ユニバ

ーサルのトイレにしたところから、あとはスペ

ースの問題もあって。また言い訳じみて聞こえ

るかもしれませんが、方針としては持っていま

すので、おっしゃっていた足立のスタンダード

が東京のスタンダードを変えていくぐらいの意

気込みでやっていくというのは、それは別にト

イレの話ばかりではなく、どの方面でも必要だ

と思っています。柔軟性、そういったことにつ

いては、ルールに従っていくと、うちはこうや
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っていますから、というので言い訳になって、

職員の一つのよりどころにはなると思います

が、そこを１歩踏み出したということで、新し

い基本計画の策定のタイミングで、そうしたご

意見をなるべく末端まで広げられるように努め

ていきたいと思います。ありがとうございま

す。 

（石阪副会長） 

そういう意味では、多様性であるとか、フレ

キシビリティとか、今のお話だと、一律同じこ

とをするのではなくて、その子の気持ちに立っ

て、やりたいような形で自由にということが多

様性ということなのでしょうか。むしろそうい

うことに社会が変化をしていくということなの

でしょうか。 

（渡部委員） 

はい。一律お花を付けた方が、もちろん見た

目も良くて、気持ちが高ぶるというのはよく分

かるのですが。それがやりたくてもできない人

もいるかもしれないし。それは何かサポートが

できればいいですが、やりたくない人も付けな

いといけないみたいなことになると、それは、

いや、みんな揃った方がかっこいいでしょ、と

いうのは今までの意見だなと私は思います。な

ので、そこに多様性。付けなくてもいいよねと

いう意見が今後はあった方がいいのではないか

と感じています。 

（近藤区長） 

正直区がまとめて、同じものを付けてくれと

お願いしているわけではないので、ぜひ学校ご

とにそういう議論ができればありがたいなと思

います。これも逆にやめろとかやれという話で

はないので、自然な形でですよね。ただ、多様

性ということを考えると、最近は特に女の子の

ランドセルの色が非常に寒色系のランドセルを

背負っている子も増えてきましたので、少しそ

の辺が変わってきている気がします。希望は持

てますが、まだまだそういう意味ではみんな揃

ってという考え方が強いのかもしれませんね。

ありがとうございます。 

（石阪副会長） 

まさに子どもたちがやりたいことができる場

を作ってあげて、一律みんな一緒ではなくて、

どういうことができるのかを考える場が必要だ

ということかと思います。この点、片野さんい

かがですか。 

（片野委員） 

女性団体連合会の片野です。多様性の話が出

て、まさに私たちが目指すのは多様性社会の推

進なのですが。今、世代ごとに１年刻みで変わ

っているという話をこの間大学教授からお聞き

しました。本当に全部あって、同じことをずっ

と踏襲していくという形がそぐわなくなってい

るのだろうと思います。実際に今お花の話を聞

いていても、そのあたりの教育。上に立つ人の

教育がすごく大切で、その人たちが自覚を持っ

て、今すごくスピードを持って変わっている。

社会が変わっているということをあまり意識し

ていなくて。特に学校は今までの踏襲で、だか

ら赤い花を付けるなら、ずっと赤い花なんだっ

てなっているのだと思うんですね。 

実際に今ちょうど学校に入っていますので、

卒業式の時にアーチみたいなものを作るんで

す。紙のお花で。ある時、1色だけ異なる紫の

花がそこに入っていたら隣のクラスの先生がそ

れを取れと言われていて。私すごくびっくりし

ました。１個の紫が葬式みたいだって言ったん

ですね。色に意味はない。その人にとっていろ

いろな思いがあるわけじゃないですか。強制す

るのはいかがなものかとずっと思っていて。今

の赤いお花を付ける、そういうことを上の方が

思っていることが変わっていかないと、これは

変わっていかないなと思いました。 

元に戻ると、やりたいことができるまちとい

うことですが、私は横浜市から転入した組でし

て、やりたいことをやらせていただいていま

す。足立区は他の区とは違って、いろいろなこ

とが課題として目を凝らしてみればあるんです

ね。それに対してどう行動していくのか。自分

が見ていくのか。例えば子どもの貧困も、区長

が２０１３年、２０１４年の時に、学校をプラ

ットフォームにとおっしゃった。学校に入って

みたら、様々な課題があって、どんどん良くな

ってはいるけど、やはり残された課題があると

いうことが分かりましたので、やはりそういう

ことを後押ししてくださる区。課題があるとこ
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ろで課題に気がついた人が何かやろうと思った

ら、後押しをしてくださる区。これがチャンス

のあるまちだというのが、私の足立区のイメー

ジです。 

あとはレジリエンスがある。他区ですごく苦

しい思いをした人が足立区に来て、こういう子

どもの貧困の取組みがあって、すごく私は良か

ったですと。前に住んでいたところはありませ

んでしたと言われた時に、すごく嬉しかったん

ですね。今実際に、自分も町会の壇上に上げる

という、ここのところを今の自分のミッション

にしているのですが。そういうことを相談して

も、ちゃんときちんと応えてくださるんです

ね。役所の職員の方が本当に私、これは私だか

ら、ここに出ているものだからなのかは分かり

ませんが、でも本当に自分事として取り組んで

くださっています。だから、私たち区民が自分

事として問題を捉えて、自分の生活だけではな

くて、区にとって良くなることをやる時もこう

したいと思った時に、バックアップしてくださ

ります。 

（石阪副会長） 

そういう意味では足立区は今までも支援をし

ていて。でも、課題だったのは、横のつながり

ができにくい。動く方はすごく動かれていて、

片野さんもそうですが、一生懸命頑張っておら

れるけれども、Ａという方とＢという方がつな

がるような仕組みがあまりなく、それぞれが同

じようなことをいろいろな地域でやっているイ

メージがありますね。市民活動も横でつながる

ようになると、多分いろいろなアイディアや考

え方が、１＋１が２、３、４になっていくとい

うようなですね。これはどうですか。片野さ

ん。 

（片野委員） 

私自身が思っているのは、横のつながりって

地縁なんですね。だから、最終的にＮＰＯ活動

は地縁から出ればいいと思っています。地縁は

絶対につながるんです。いろいろなブロックが

あって、つながる機会があるので。 

（石阪副会長） 

でも今は地縁は地縁だし、ＮＰＯはＮＰＯで

動いているし。ＮＰＯも各団体がそれぞれ自分

のポジションをしっかりとやってはいるけれど

も、何かそれがつながるような仕組み。元々、

協創はそういうところから生まれてきた発想で

すが。これが上手く、例えば行政がコーディネ

ートするとか、中間支援団体がコーディネート

するとかしてつながっていくと私はおもしろい

なと思っているのですが。 

（片野委員） 

以前協働協創ができた頃は、行政がコーディ

ネートしている時がありました。今は社協がや

っています。 

（石阪副会長） 

まだ発言がない区民の方、お願いします。 

（小栁委員） 

ちょうど話しやすそうな話になってきたので

話すのですが。コミュニティ同士の関わりとい

うのを強化していく。ネットワークを組んでい

くというのはかなり重要だと思うのですが。そ

のためには今、あるデータとしてはインターネ

ットが欠かせないのだろうなと思います。今ま

で区政は、インターネット中心みたいなところ

で言うと、インターネットを使えない人たち、

特に高齢者の方々に配慮すると、ちょっとまだ

だよねという話になっていたと思うので。今回

の審議会では特に来年からの８か年計画になる

ので、ほぼインターネットネイティブとまでは

言いませんが、インターネットに慣れ親しんで

いる方々がほぼ中心の人たち向けの計画になる

はずなので、インターネットは当たり前にある

という前提の政策というか、行政というのが加

速されていかないと、なかなか厳しいのかなと

思います。 

あとは少子化の部分に関しては、正直足立区

単体で見て、少子化を食い止めるのはエネルギ

ーの無駄ではないかと思っています。絶対に食

い止められないものに対して、巨大な力を掛け

ているというのは、他に使える力をそこに使っ

てしまって、さらに成果がないということにな

るので、むしろ子育てなどに向いている自治体

があるならば、そちらに子育てが流れていくの

は甘んじて見ていく。もちろん足立区の中でマ

イノリティになっていく子育て世代は、他のマ

イノリティの方々とまとめてマイノリティ、多
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様性の部分でケアしていくというような視点が

必要なのだろうなと思っています。 

話を戻すと、ネットワークに関しては、多分

今まで皆さんが所属してきたコミュニティとい

うのは、おそらく単位として大きすぎるという

のがあると思うんですね。もうちょっと自治体

とかＰＴＡとか、それぞれの団体が大きすぎ

て、結局ピラミッド状の構造になっていて、多

くの人は自分が所属しているコミュニティの末

端であるという感覚で、当事者意識がないとい

う感じになってしまって、なかなかコミットで

きないというような現状があったのかなと思っ

ています。 

ではどうすべきかというと、１０人ぐらいの

コミュニティが無数にあるというような状態に

分散させて、マイクロコミュニティ同士のつな

がりを、人それぞれで各々が複数のコミュニテ

ィに属していて、かつそのコミュニティが小さ

い。そうなると、それらのコミュニティが相互

に関連し合って、すべての細かいコミュニティ

がネットワークを形成して、何か一つの課題

が、一つのコミュニティでは解決できない課題

が発生した時に、コミュニティのネットワーク

を通じて、その課題解決に皆さんの力が集まっ

てくるような方向性が、誰かがやりたいこと、

すごく大きい課題があるけど、自分の力ではど

うしようもないというものを解決していく時

の、一番きれいな力の掛け方なのかなと思って

いるので。そういった小さいコミュニティを後

押しするような仕組みを構成していくのがいい

のかなと思います。 

（石阪副会長） 

これはネット上ですね。それって匿名性が不

安ですが、名乗ってやるということですね。 

（小栁委員） 

匿名性かどうかは、コミュニティの性質によ

ると思います。コミュニティの中に匿名の人た

ちがたくさんいて、かつその中で一部の人がパ

ブリックに他のコミュニティとやりとりをする

ために名前を出しているケースもあるでしょう

し。もしくは匿名性の人たちは、自分たちは何

も受け取らないが、自分たちの成果物は公開し

ているので、皆さん撮ってくださいというよう

な、一方通行の関係というのもネットワークの

中には形成し得るので、それも含めて多様なコ

ミュニティがあってしかるべきだというのが考

え方になります。 

（石阪副会長） 

確かに発想としては面白いですね。小さなコ

ミュニティがたくさんネット上にできあがって

いて、比較的自分が主体的に参加できるとい

う、そういう気持ち良さを持つことが大事だ

と。ここにいらっしゃる団体は大きな組織です

から、そこの末端で自分が活動するのではなく

て、むしろ自分が主人公になれるようなコミュ

ニティをたくさん作っていく。これは発想とし

ては非常に面白い。ただ、行政がそれにどう関

わるのかは難しいかもしれませんね。民間では

いっぱいできると思いますが。 

（秋山委員） 

小栁さんがおっしゃった小さいコミュニティ

は、ネットのことだと思うのですが、私の住ん

でいる千住だと、実際にシェアハウスの方が自

主的に夏祭りを開いていたり、そういう団体が

３～４あります。それを私は新しい町内会と

か、地域コミュニティの形ではないかなと思っ

て参加しているのですが。そういうところに町

会ではないのですが、ちょっとでも補助をあげ

るとか、そんな形の手助けもできるのではない

かと思いました。 

（石阪副会長） 

新しいタイプの町会・自治会がネット上にで

きあがっていくかもしれませんね。それではま

だご発言ない方から行きたいと思います。遠藤

さんいかがですか。 

（遠藤委員） 

商工会議所の遠藤です。今お話を伺ってい

て、かなりいろいろな価値観や問題が学校など

にはあるんだなというのを初めて知りました。

先ほど足立区に定住という話が出ましたが、物

理的には定住するのは難しいです。足立区に限

らず、東京都内に住むというのはこれから相当

難しいと思います。ただ、それに関しては、公

社や住宅公団のようなものを作って、それが住

宅とかそういったものを提供する。そうでない

とできないと思います。あともう一つは、物理
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的な問題ではなくて、教育とか医療とかそうい

った問題。精神的な問題もかなりあるので、制

度もあるでしょうけれど、そちらの方を充実し

ていった方が絶対にいいと思います。足立区で

できる範囲のもの。あるいはできない範囲のも

のをある程度きっちり分けて考えた方がいいと

思います。できないことを一生懸命やろうとし

ても、不動産の売買は全くできないと思います

ので。さらに最近では本当に値上がりしてしま

って、そういうものの取引は本当に難しくて。

一般のサラリーマンが東京都内にマンションを

買うのは相当所得がないとできないと思いま

す。 

（石阪副会長） 

ありがとうございます。やはり若い人が住む

ためには、居住というのは非常に大事ですが、

それ以外にも例えば医療とか教育とか雇用です

ね。このあたりが他よりも優れているというこ

とになれば、足立区に入ってくると思うのです

が。山下俊樹委員、いかがですか。 

（山下俊樹委員） 

医師会の山下です。医師会活動をしていて好

きな言葉の一つに、住んでいるだけで健康にな

る足立区というキャッチフレーズで行政はいろ

いろなことをしていらっしゃって。すなわち、

自然に体操教室があるとか、あるいは食堂に行

っても野菜から食べるようなメニューが置いて

あるとかですね。そういったことを進めていこ

うと。それで主に生活習慣病の予防を目指して

いると思うのですが。考えてみると、これはあ

る思いがあって、それを特別に聞いてもらいた

い、やらせてもらいたいというように発信でき

る人たちはいいと思うんですよ。でも多くの区

民たちは、例えば本当に貧困の人たちは声を上

げられない。声の上げ方すら分からないという

方々が多いわけで。むしろ自然に拾い上げられ

る。そういった区というのは、答申で言えばウ

ェルネスの視点を取り入れたまちづくりの推

進。これは目立たないけれども、非常にいい考

えではないかと思います。 

あとは個人的には私も１０年近く訳あり家庭

の子たちの子ども食堂とか毎週やっているので

すが。やはり子どもたちの健康と教育。少なく

とも高校を卒業するまではすくすく育っていっ

て、そこから自分のまさにやりたいことが考え

られるような体と頭を作ってあげるということ

が、長い目で見ると大切なのではないかなと考

えています。 

（石阪副会長） 

ちなみにベジタベライフを導入すると、健康

寿命が他よりも長いなんていう議論もありまし

たが、これもかなり改善されてきたのでしょう

か。 

（山下俊樹委員） 

これは行政の方が答えることかもしれません

が、この１０年間で１．９歳寿命が延びたと。

ただし、東京都全体も１．８歳ぐらい延びたの

で、０．２歳ぐらい差が縮まったと。このペー

スだと追いつくのに１００年掛かるので、さら

に革新的な方法が必要なのではないかと考えて

います。 

（石阪副会長） 

健康というのは一つ、この区をＰＲするのに

は良い材料だと思いますし。区に住んでいるだ

けで健康になるというのはいいキャッチフレー

ズだと思います。 

（近藤区長） 

いつの間にか国のキャッチフレーズになって

しまったんです。だから登録しておけば良かっ

たなと言っているのですが。それが自ずととい

うのを、自然とと言い換えるだけで国がいつの

間にか使っていました。 

（石阪副会長） 

ここで宮本会長からいかがでしょうか。一旦

皆さんの話を聞いてまとめていただけますか。 

（宮本会長） 

いろいろお話を伺っていて、改めて興味深い

なと思ったのですが。一つはですね、人口構造

というか、人口の問題については、一つの共通

した認識を持つ必要はあるのではないかという

感じがしました。小栁委員が少子化は食い止め

ることはできないという見方をされましたが、

私もそう思っています。これは地方圏に行くと

まさに少子化を食い止めることはできず、人口

は減少すると。去年ぐらいまではどこの地方も

少しでも若い人をうちの県に引っ張ってきてと
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か言っていたけれども、ついにもうそれは現実

的ではないということで、切り替わったという

感じが強くしています。 

東京はまだ人が入ってくるのですが、最初に

ありましたように、東京２３区は家族持ちの人

が住めるような区ではなくなっていく。これも

正しいと思っています。不動産がどんどん上が

っていく中で、子どもを育てながら、それこそ

ウェルビーイングを実現できるような空間では

なくなってきていて。その中で２３区において

足立区はまだいい方だとは思うのですが。では

足立区は大丈夫なのか。埼玉や千葉の方に逃が

さないで、足立区に引っ張っておけるのかとい

うと、そういうわけにはいかない感じがしま

す。 

それで、人口構造的に見ると、高齢者が一番

多くて、私が最初から申し上げていた中年期の

シングルの方の割合や、他の区に比べると少な

いとは言いながらも、趨勢的には増えていくの

で。あと１０年、２０年経つと、中年期のシン

グルが非常に多くなる。つまり、子どもを持っ

た方は外に出るということなんですね。これは

もう人口学の人が明確に言っているように、東

京２３区というのはずっとその流れをやってき

ているところで。だから、それが現在はあると

いうことと。あとは結婚しない人と離婚する人

が多くなっているので、中年期のシングル層が

目立って東京で増えているという。それだけの

ことだと思うんです。 

そういう意味では、足立区のこれからのイメ

ージってどういうことになるのかということで

すが、先ほども何人かの方がおっしゃってい

て、結局共通しているかなと思うのは、やはり

多様性のある区。これは足立区だけではなく

て、東京の２３区はみんな多様性だと思うので

すが。足立区はその中では中心の区に比べる

と、まだ人間的な普通の生活の残っている区で

あるという意味では、その特徴を十分に生かす

必要があるのですが。それにしてもいわゆる子

どもを育てる核家族中心の居住空間ではなくな

っていくので、いろいろな人たちが住んでいる

と。だから、価値観も当然それに応じて多様に

なっていくので、その多様性を全面的に認めな

がら、認めることによって先ほどの最初のスロ

ーガンですが、やりたいことが十分にできて、

満足度の高い区をどうやったら作っていけるの

かというようなところに落ち着いていくという

のがよろしいのではないかという感じがしまし

た。 

先ほど小栁委員がおっしゃっていた、マイク

ロコミュニティの問題は、これはデジタル化の

中でマイクロコミュニティはとても重要です

が、もう一方ではデジタルではなくても、マイ

クロコミュニティって非常に重要になってくる

と思うんですね。だから、かつての隣近所・両

隣的なコミュニティではなくて、もっといろい

ろな形で結びついている。でもそんなに大きく

するということを考えずに、気の合った人た

ち、志を一にする人たちがこれで何かやろうよ

というようなことが、足立区にいるとすごくス

ムーズにできるというような、そういう区です

ね。これは豊かさの象徴だと思います。そこの

ところで行政の後押しとかっていうのがあるか

どうかというのは、とても重要な条件になるの

ではないかという感じがします。 

（石阪副会長） 

今の話は結構衝撃的ですよね。核家族や普通

に子どもを育てるなど、これまで日本で普通だ

と思っていた家庭というのが足立区ではもう成

り立ち得ない可能性も出てきた。 

（宮本会長） 

足立区だけじゃなくて、２３区全体がです。 

（石阪副会長） 

それだけシングル層が増えてくる。それもし

かも中年期に入ってくる。そうなってくると、

逆にいろいろな生き方や考え方を認めていくよ

うな、多様性のある社会にしていかないと、逆

に言えば足立区はもたないよということです

ね。ある特定の生き方の人だけを支持するとい

う、そういう行政からは脱却すると。 

（近藤区長） 

その多様性を認め合うというのは、なかなか

口で言うと簡単ではなくて。特に最近外国人の

いろいろな国籍の方がいらっしゃるわけです

が。正直寄せられる区民の声を読むと、それに

対する不満とか不安感とか、そういう声は非常
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に増えています。分からないから不安になった

り、不満を感じたりするところだとも思うので

すが、なかなか難しいですよね。 

（石阪副会長） 

ただ、逆に言えば多様性は魅力的でもあるん

ですね。いろいろな方々のチャンスがいっぱい

あるということでもあるので。そうじゃない方

にも、いわゆる普通の暮らしだけを尊重してい

るような市や区とは違って、足立区に来れば自

分のチャンスや可能性というのを実現すること

ができると前向きに捉えれば、足立区は非常に

ポテンシャルのある区だということになるので

すが。結構、宮本先生の話は、今までの区とは

ちょっと違った形でこれからの２３区であり、

足立区というのを考えていく必要があるのでは

ないかと。これは人口動態から将来がある程度

予測できるということです。 

もっと言えば、係留地としての足立区でやむ

を得ないということですね。子育てをしようと

思ったら、千葉や埼玉に出ていくというのはし

ょうがないと。 

（近藤区長） 

そう言い切れないところが区長のつらさなの

ですが。どうぞどうぞ、千葉へ行ってくださ

い。埼玉に行ってくださいというわけにはいか

ないので。今日は３人区議の先生もいらっしゃ

るので。 

（石阪副会長） 

いかがですか。区議の皆さん。感想を含めて

お願いできればと。 

（大竹委員） 

区議会議員の大竹さよこです。皆様からの意

見を聞いて、そうだなと思うところと、また私

が気付かなかったところをたくさん教えていた

だきました。私、議員として街中に入ることが

多いのですが、区民の方は意外と足立区のこと

を知らない方が多いです。こういうところで困

っているんです。こうしてほしいんですという

声を私に。それが私の仕事ですが、これは足立

区ではやっていますよ。足立区ではこういう支

援をやっていますよ、と言うと「あ、そうなん

ですか」という区民が非常に多いです。ですの

で、私は区民と足立区という自治体をもっと近

づける、そういったことが必要ではないかと思

います。当然、今住んでいる方、すべての方も

そうなのですが、特に子どもたちに教育の場

で、何か困ったことがあれば、自治体、自分が

住んでいるところの自治体に行ってごらん。そ

このホームページを見てごらん。そこに必ず正

しい答えがあるよということを教育の場で教え

ること大事だなと思います。特に災害が起きま

すと、今はいろいろな情報があります。また、

そういった情報の中には、正しくない情報もあ

ります。やはり自治体が出している正しい情報

にアクセスする。そういったことを子どもた

ち、教育の場で教えていくことが大事だなと思

います。 

また宮本先生からお話があった足立区の魅

力。今聞きますと、多様性を大事にする。ＳＤ

Ｇｓで言われている、誰一人取り残さない優し

い区、足立区。こういった魅力をもっと発信し

ていくことが大事だなと思いました。 

（石阪副会長） 

野沢委員いかがですか。 

（野沢委員） 

本日は貴重な意見を聞かせていただきありが

とうございました。足立区として基本計画にあ

るのですが、目指すべき方向は私個人的には二

つだと思います。 

一つは今まで足立区は区長のトップダウンの

おかげで評価がどんどん高まってきた。これに

加えて、今度はボトムアップ。皆さんの意見を

聞きながらいいまちを作っていきたい。それに

基づいて、ライブミーティングを行う。そし

て、子どもの意見聴取を行う。こういったこと

は良い取組みだと思うんですね。ですので、こ

れを継続していただいて、その結果をフィード

バックして、結果として政策に反映していただ

く。これが本当に大切なのではないかと思いま

す。 

それともう一つなのですが、これは先ほど足

立区は係留地というお話があったのですが、私

はそうは全く思っていないです。足立区は定住

に値する素晴らしい区だと思います。しかも今

すごくチャンスじゃないかと思うんですね。私

は生まれも育ちも川口市でして、そこで３０年
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ぐらい過ごしていました。今テレビでよく報道

されているクルドの方々、中国の方々など非常

に取り上げられております。昔、私が中学生の

頃は、祭りの時とかも足立区にだけは絶対に行

ってはいけないとか、ずっと言われていまし

て。かたくなに守っていて、本当に恐ろしい区

だと思っていたのですが。今や全く逆になって

います。弟とも足立区って治安が良いって言っ

ているけど、実際にどうなのか。という話が出

ます。区長がいつも刑法犯認知件数にこだわら

れていますが、本当に足立区は安心・安全なま

ちということが定着していると思うんですね。

ですので、これを継続していただいて、足立区

に住めば安心・安全に暮らせる。それを掲げて

いただくのは本当にいいことではないかと思い

ます。今日はありがとうございました。 

（石阪副会長） 

続いて渡辺委員、いかがですか。 

（渡辺委員） 

区議会の渡辺ひであきと申します。私、生ま

れてから５８年間足立区にずっと住んでいて、

区議会議員としても長く働かせていただいてい

るのですが、本当に良い自治体になったなと思

っています。今、野沢委員や大竹委員がおっし

ゃったように、飛躍の時を迎えていると思って

います。なのですが、今この基本計画審議会の

中で様々な方のご意見を伺ってきて、世代別だ

ったり、地域別の問題や課題の洗い出しができ

ているのだろうなと思っていたら、そうではな

い側面をたくさん委員の方から教えていただい

て、やはり突き詰めていくと、そうしたことを

進めていくと同時に、それぞれの方々にどうや

って寄り添っていくのか。ここに心を砕いてい

くことが必要なのだなと思い、この基本計画審

議会で勉強をさせていただきました。ありがと

うございました。 

（石阪副会長） 

中村委員、いかがですか。 

（中村委員） 

教育長の中村です。皆さんの意見を聞いてい

て、その通りだなと同感するところは非常に多

いです。いろいろな学校を今訪問している中

で、子どもたちも不登校が多いこともあります

し、外国籍の子どももすごく増えてきていて、

実際に子どもたちの現場自体も多様性で、大人

よりも子どもたち同士はむしろそういういろい

ろな子どもたちを受け入れているなという印象

があります。むしろ子どもたちの同級生とか友

達の受け入れているその気持ちが、ゆくゆくは

大人になった時に活かしてもらえるといいなと

思います。そういった意味で、多様性を大事に

する意味では、子どもたちの意見も大事です

し、そういう当事者の意見、障がいの方も含め

て、当事者の意見もちゃんと吸い上げるという

ことが、行政に求められていると思うのが一

つ。 

それから、子どもの時期にいろいろな課題も

あって、それが克服するなりいろいろ支えても

らったということがいずれ、確かに中継点みた

いな話もありますが、Ｕターンして実家がある

足立区に戻ってくるとか、そういうことも十分

に考えられるので、短く短期的なところで足立

区には課題があると言うのではなくて、長期的

なスパンで見て足立区に戻ってきて、足立区は

いいねと言ってもらえるように、今も取り組ん

でいくのが大事かなと思っております。基本計

画にそういったものが反映されるといいなと感

じています。 

（石阪副会長） 

ちょっとまとめさせていただきますと、皆さ

んから多様性という言葉が出てきました。つま

り今後の足立区を考えた時に、いろいろな方々

が入っているので、そういう方々に配慮するよ

うな施策であり、あるいはそういう方々が生き

生きと活躍できるためには、それなりの環境や

制度も必要になってくる。今まで以上にいろい

ろな方々が活躍できるような環境をどう作るの

か。これは一つ大きな課題になると思います。 

それからもう一つ、先ほどコミュニティの話

もありましたが、主体的に参加をするようなマ

イクロコミュニティをたくさん作っていく。今

の大きな組織がかなり限界に来ているところも

ある中で、自分たちの意見や考えを形にできる

ような、そういった組織やマイクロなコミュニ

ティですね。こういったものを例えばそれはデ

ジタル空間なのか、リアルな空間なのか分かり
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ませんが、そういうところでいろいろ作ってい

くためのある意味では場づくりみたいなものを

区として支援していただけると、おそらく皆さ

んが動きやすくなるのではないかという話もあ

りました。まとめとしてはこのようなところで

いかがでしょうか。 

（宮本会長） 

それでいいと思います。一つだけ訂正させて

ください。足立区は係留地ということですが、

係留するのは若い人たちだけなんですね。残る

方は足立区だけじゃないですが、定住２０年以

上の方がずっと残っているんです。その方々に

シングルが多いというのが今の変化の傾向なん

ですね。シングルの方は足立区に残るわけで

す。家族を持つとなかなか残りにくい。ですか

ら、ある意味でシングルも含めて、いろいろな

タイプの人が定住する人もいるし、出たり入っ

たりする人もいる。だけど、地方と違うのは、

やはり東京、足立区もそうですが、自由で多様

性があって魅力的だというところが大きくて。

地方圏で今一番言われているのは、なぜ若い女

性たちが出ていくのかなのですが。仕事がない

から、学校がないからと言われていますが、実

はすごく重要なところに気付いていない感じが

します。やはり自由とか多様性とか、男女の差

別の問題とか、それがあるから若い女性は地方

から出ようとするわけです。そういう意味で

は、足立区はその対極の区になっていくととて

も魅力的なところになるのではないかと思いま

す。 

（石阪副会長） 

国も地方で嫁いだ方がいい、６０万支援する

というのを撤回しました。昨日、東北の県の審

議会に出ていたのですが、今は議題が人口減少

対策オンリーです。その多くが若い人がみんな

東京に出ていく。特に女性が出ていくという

話。やっぱり地方は住みにくいと思って女性が

出てしまう。その最大の背景が今おっしゃった

ジェンダーギャップが地方には根強くある。な

かなか女性が生きづらいということを、皆さん

おっしゃっていました。そう考えると、出てこ

られるこの２３区なり足立区というのは、やは

りそういった人たちを受け入れて、むしろその

人たちが過ごせる環境を作ってあげる。実際に

皆さん２３区を羨ましがっています。放ってお

いても人がどんどん入ってくるので。ただ、さ

っき言ったように、この区は違うなと思ったら

やっぱり出ていく可能性もあるので、出ていか

ないために、足立区に永住してもらうために何

が必要なのか。今回の計画ではそういったこと

を皆さんにご議論をいただきましたので、また

皆さんのご意見を元に、ぜひ計画に反映をいた

だきたいと思います。ここで意見交換会は終了

ということで、事務局にマイクをお返ししま

す。 

（伊東基本計画担当課長） 

多様なご意見をありがとうございました。本

審議会ではこのようなたくさんのご意見をいた

だきまして、事務局の方で計画づくりに取り組

んでいるところです。昨年の８月３１日に第１

回目の審議会を行いまして、丸一年様々なご意

見をいただきました。今、私どもの方で答申を

いただきまして、計画の方をまとめているとこ

ろです。１１月に新たな基本計画に関するパブ

リックコメントを実施する予定です。委員の皆

様方には、パブリックコメントとは別に計画の

素案を改めて送付をさせていただきますので、

そちらの方もぜひご覧をいただきまして、ご意

見等ありましたら私の方にお寄せいただければ

と思います。 

では、最後になりますが、近藤区長から一言

いただけますでしょうか。 

（近藤区長） 

貴重なご意見をありがとうございました。私

が一番印象的だったのは、渡部委員がおっしゃ

った、足立区民、大人も子どももちょっと違う

ことに対して視線が厳しいのではないかという

お話でした。それは多様性を認められづらいこ

とにもつながりますと。宮本先生・石阪先生に

まとめていただいた、せっかく足立区に縁があ

って来ていただいた方が、そうした感覚で住み

づらいわということで出ていってしまうことに

もつながりかねません。様々な多様性を認め合

うということは非常に言葉としてはきれいです

が、実際に自分が本当にその場に立った時に受

容できるかということは、大変厳しいことだと
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思います。様々な年代の方も含めて、これから

次代を担う子どもたちの教育という点で、非常

に責任重大だと思っております。区政としても

その懐の深さというか、柔らかさ。さっき言っ

てくださった柔軟性・オリジナリティも含め

て、そういったところを今回の審議会の新しい

皆様方のご意見として、少しでも計画に反映し

ていきたいなと思いました。 

最初にＰＴＡの会長からお花の話を聞いた時

に、付けない子どもが親のエゴで付けないとい

うことで周りから何でという形で見られたら正

直かわいそうだなという発想しかありませんで

したが、中には親がそう言っても付けたい子が

いるかもしれません。ですが、付けたくないと

いう子をどうするかという話。赤じゃなくて、

私１人だけ紫の花を付けたいと言った時に、本

当に一律に同じ花を付けるのがいいのかという

議論ですとか、なかなか学校現場では議論がし

づらいのかもしれませんが、常にそうした発想

を区長として持ち続けないといけないなという

ことも含めて、今日はいろいろな気付きをいた

だきました。改めて委員の皆様方に感謝申し上

げます。ありがとうございました。 

 

４．事務連絡 

（伊東基本計画担当課長） 

それでは、以上をもちまして意見交換会を終

了します。お忘れ物のないようお帰りくださ

い。またお車でお越しの委員には駐車券をお渡

ししますので、お声がけください。それでは本

日、そしてこの１年間、どうもありがとうござ

いました。 


